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注

気象状況や予想される出水規模によっては、運用会議を行わず
調整会議メンバーでステージ移行を決定し、メールにて連絡する
場合もあります。（通称：メール施工）
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（令和2年度～令和5年度）
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要因出水規模ステージ移行運用会議
（メール施行）

調整会議出水

融雪＋前線

・氾濫注意水位超過
（杭瀬下・立ヶ花）
・水防団待機水位超過
（熊倉・陸郷・生田）

0 → Ⅳ → 解除0回
（0回）1回令和 6年 4月 8日～

令和 6年 4月10日

前線－0 → Ⅰ → 解除0回
（1回）1回令和 6年 5月10日～

令和 6年 5月13日

前線
＋台風第1号

・氾濫注意水位超過
（陸郷）
・水防団待機水位超過
（杭瀬下・立ヶ花・稲核・熊倉）

0 → Ⅰ → Ⅱ → Ⅳ → 解除1回
（1回）1回令和 6年 5月27日～

令和 6年 5月29日

前線
・水防団待機水位超過
（熊倉・陸郷）

0 → Ⅱ → Ⅳ → 解除1回
（0回）1回令和 6年 6月21日～

令和 6年 6月24日

前線

・氾濫注意水位超過
（稲核・熊倉・陸郷）
・水防団待機水位超過
（立ヶ花）

0 → Ⅰ → Ⅱ → Ⅳ → Ⅰ → 解除0回
（3回）3回令和 6年 6月28日～

令和 6年 7月 4日

前線－0 → Ⅰ → 解除0回
（1回）1回令和 6年 8月 6日～

令和 6年 8月 9日

台風第7号－0 → Ⅰ → 解除0回
（1回）1回令和 6年 8月13日～

令和 6年 8月19日

台風第10号－0 → Ⅰ → （継続）→ 解除1回
（1回）2回令和 6年 8月23日～

令和 6年 9月 2日

前線

・氾濫注意水位超過
（杭瀬下・陸郷）
・水防団待機水位超過
（生田・立ヶ花・熊倉）

0 → Ⅰ →Ⅳ→ 解除0回
（1回）1回令和 6年11月1日～

令和 6年11月3日

－－－
3回
（9回）12回合計

千曲川・犀川流域TLの運用実績（令和6年度）
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タイミング時期区分

■台風
台風警戒区域に台風5～3日先予報円の一部が含まれ、かつ早期注意情報（警報級の可能性）「中」以上が発表された時
■前線
早期注意情報（警報級の可能性）「中」以上が発表された時
■融雪
気象状況から河川の増水のおそれがあると判断された時
■台風・前線・融雪共通
学識者からの助言があった場合、または調整会議により必要と判断された時

流域警戒
ステージⅠ
概ね3～5日前

■台風
台風説明会が開催された時、かつ、府県気象情報「長野県気象情報」(北部・中部)で48時間以内に多い所で150㎜程度の雨量が予想された時
■前線
大雨説明会が開催された時、かつ、府県気象情報「長野県気象情報」で48時間以内に多い所で150㎜程度の雨量が予想された時
■台風・前線・融雪共通
学識者からの助言があった場合、または調整会議により必要と判断された時

流域警戒
ステージⅡ
概ね２日前

MSM39時間先流域平均雨量予測を基に流域において洪水氾濫が発生するおそれがある雨量が予想された時、または、
学識者からの助言があった場合、及び調整会議により必要と判断された時

流域警戒
ステージⅢ
概ね１日前

上流域等で水防団待機水位に到達した時
流域警戒
ステージⅣ

※気象状況によっては、メールにてステージ移行を連絡することがあります

■情報は常に更新されるため、最新の情報を常に自ら取りに行く意識を今一度意思統一する
■運用会議時に流域に影響しうる範囲を幅広に情報共有を行う
■融雪出水に備え、連絡先の更新を３月から開始し、流域タイムライン説明会を４月頃に開催する
■ステージⅠは注意を向ける段階なので、メール施行を活用し、早期の危機感共有を図る
■融雪基準は、ある程度まとまった降雨が予想される場合に、「融雪」という現象を様々な指標 （水位や融雪の進行状況等）を用いて総合的に判断する
ことで、より精度の向上を図る。

令和7年度運用方針・ステージ移行基準



令和７年度の取り組み内容（予定）

① 当事務所も含め自治体担当者も変わるなか、各種会議（運用会議は除く）・打合せは基本「対面」とし、継続して
顔の見える関係づくりに取組む。
※８９機関と多くの機関者があることから、日程確保が難しい方にもできるだけ参加できるようｗｅｂ参加も併用

② 毎年出水期前に行っている「流域タイムライン説明会」については、これまでの出水期直前（６月頃）であったが、
令和７年度からは、人事異動等を考慮し、新しい担当者が融雪出水等で的確に対応できるよう４月中に開催し、
早期の危機感共有を図る。
※４月２５日実施

③ 流域タイムライン運用の実践的な訓練として、全関係機関を対象に「流域タイムライン演習（仮称）」を行い、
出水期に備え、運用の実効性を確保する。
※毎年実施している「洪水対応演習」時に併せて行うこととし、５月８日を予定

④ 流域タイムラインの運用状況の報告と運用にあたっての課題などを話し合う「振り返り会」により、次年度に向け
た改善・改良を図る。
※昨年度は３月１７日に実施

⑤ 引き続きコミュニティ・タイムラインの拡大を自治体と連携して取り組むとともに、先行整備した自治体（自治会）
等へのヒアリングを行い、流域タイムラインも含めたタイムライン全体の改良・改善を図っていく。

⑥ コミュニティ・タイムラインの的確な運用には、防災情報の共有がコミュニティ・タイムラインレベルまで実現できて
いることが前提であるため、それを目指す。
（流域タイムライン－自治体タイムライン－コミュニティ・タイムラインの連動）
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～更なる危機感の共有と実用性の確保に向けて～


